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１．はじめに  

近年、集合住宅等の排水用鋳鉄管に亀裂が生じ破損して重大な漏水事故が発生して

いる。管底に排水厨芥物などが堆積する排水横主管ではない排水立て管直管での亀裂

破損事例が多く見受けられる。付着物・堆積物の除去により定期的に清掃をしている

にもかかわらず起きているのが現状である。本報では、全国での発生事例を調査した

データから、共通の環境下や特定の管材、維持管理に関する問題等を分析し、原因を

検討した結果について報告する。  

２．事例調査  

2.1 調査概要  

集合住宅等の排水立て管において排水

用鋳鉄管に縦割れが生じトラブルが発生

した具体的事例について、当協会員 240

社よりアンケ－ト調査を行った。全国 40

都道府県を対象に、破損事例 56 件が収集

された。調査項目は、築年数、破損個所、

破損状況、清掃周期である。  

2.2 調査結果と考察  

 調査結果を表 1（表 1-1、表 1-2、表

1-1）に示す。表 1-1 の破損発見時築年

数については約４割近くが築年数 41 年

～45 年であったが、わずか 20 年未満の

集合住宅において 7 件の事例があった。

縦割れした管種は鋳鉄管が 51 件、91%

と多数で、ほかには配管用炭素鋼鋼管で

腐食による破損があった。  

表 1-2 の破損箇所については、直管部が

34 件と半数以上を占めており、ほかの

枝管合流部や脚部については配管継手の

形状から清掃治具による影響も考えられ

る。特に、立て管直下の横主管において

14 件の事例があり、破損状況として配

管上面または側面であることから、清掃

治具によるダメ－ジは考えにくく、管底

の付着堆積物による直接的な腐食の影響

も少ないと推察され、詳細に検討した。  

表 1-3 の破損状況については、配管継

表 1-1 破損発見時築年数  

築年数  事例数  

10～19 年  7 

20～25 年  4 

26～30 年  3 

31～35 年  10 

36～40 年  1 

41～45 年  22 

46～50 年  2 

不明  7 

表 1-2 破損個所  

破損個所  事例数  

直管部  34 

枝管合流部  7 

脚部  1 

横主管  14 

表 1-3 破損状況  

破損状況  事例数  

ねじ部欠損・ピンホ－ル  3 

400～500mm 縦割れ  45 

1,000～1,500mm 縦割れ  8 

表 1-4 清掃周期  

清掃周期  事例数  

毎年  30 

隔年  8 

３年周期  5 

不定期（定期清掃未実施）  13 

表 1 アンケ－ト結果  



   

手ねじ部の欠損等のほかに直管部におい

て写真 1 のような 400mm～500mm 程度

の亀裂が生じたケ－スが多く見られた。

抜管した断面からの写真 1-2 に示すよう

に、残存肉厚が 3.2mm あったにもかか

わらず亀裂が生じていた。  

表 1-4 の定期清掃の有無と清掃周期に

ついては、1 年周期が 30 件、2 年周期が

8 件、3 年周期が 5 件と 43 件が定期清

掃されていた。一般的な事例における腐

食要因を推察すると、鋳鉄管は黒鉛化腐

食による腐食が多く、管下部の堆積物な

どにより管内に嫌気性環境が生じ、硫酸

塩還元菌が増殖した結果、硫化水素が発

生し気相部の水分に吸収され、硫黄酸化

細菌の働きで硫酸となり、乾潤の繰返し

により pH の低下が生じ、配管の侵食が

進行する。定期清掃を行っていても亀裂

が起きており、排水厨芥物の付着堆積に

よる腐食のメカニズムとは別の要因があ

ると推察される。  

３．まとめ  

排水管は，設備された系統により様々な

環境下で使用される。本調査では全ての事

例が雑排水系統またはディスポ－ザ系統

であったことから、管材の腐食の進行が考

えられる。しかし、写真 2 のような同系統

における排水横管の上部が亀裂破損に至

ることは、腐食による劣化のプロセスには

合致しない。管材が経年劣化した際に亀裂

破損を生じるような製品であったか、また

は温度変化の多い環境下において伸縮や

膨張を繰り返し応力負荷が増大して発症

したものと考えられる。いずれにしても清

掃時に漏水で発見するのではなく、定期的

な保守・点検により排水管の異常を察知し、

状態に合わせたメンテナンスや更新・更生工事などを提案し、漏水などのトラブルを未然

に防止することが重要となる。  
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写真 2 横主管上部縦割れ状況  

写真 1 立て管縦割れ状況  

写真 1-2 立て管縦割れ状況  


